	様式２

技術実証　実施計画書
	提案技術の概要
	技術の目的、特徴、街路樹点検における活用場面を記載してください。
（※この一連テキストは申請時には削除してください）

	本実証で検証したい
内容
	精度、作業時間、点検記録化、スクリーニング効果、導入条件等、検証したい事項を記載してください。
（※この一連テキストは申請時には削除してください）

	使用するデータ
	画像、映像、点群、衛星データ、既存街路樹台帳、現地確認データ等、使用するデータと取得方法を記載してください。
（※この一連テキストは申請時には削除してください）

	想定する実証条件
	必要延長、対象樹種、想定樹木本数、実施時期、天候・季節条件等を記載してください。
（※この一連テキストは申請時には削除してください）

	現地作業の有無と
安全管理
	現地作業、車両走行、歩道上作業、機器設置、交通流・歩行者動線への影響、安全管理体制を記載してください。
（※この一連テキストは申請時には削除してください）

	成果物
	報告書、CSV、GISデータ、GeoJSON、画像、動画、抽出結果、判定結果、台帳データ等、提出可能な成果物を記載してください。
（※この一連テキストは申請時には削除してください）

	道路管理者・
事務局に求める協力事項
	台帳データ提供、対象路線・対象樹種の調整、現地立会、既存の点検・健全度調査結果等の比較用データの提供、道路使用許可等に関する確認、交通管理者協議の要否確認など、道路管理者又は事務局に求める協力事項を具体的に記載してください。
（※この一連テキストは申請時には削除してください）
（※選定後に協議して、最終的に決定します）

	実施体制・
スケジュール
	実施体制、担当分担、実証から成果提出までの概略スケジュールを記載してください。
（※この一連テキストは申請時には削除してください）

	技術の実績・
今後の展開可能性
	導入・実証実績、道路管理者への導入可能性、横展開の可能性、費用感等を記載してください
（※この一連テキストは申請時には削除してください）



※欄が不足する場合は、下に改行、または連続して記載すること。複数ページになっても構わない。（最大3ページ程度とする。）


